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一つ目は、みんなで子どもたちを育てることです。

地域の子どもをどう一緒に育てていくのか。それをみんなで考えることができるの
がコミュニティ・スクールのいいところです。
子どものためなら力を貸そう、そう考えてくれる地域の人は意外と多いものです。
子どもを真ん中において考えることは、いろんな意見をぶつかりあってもブレない
確かな軸となります。つまり、多様な価値観を受け入れることが大事だということ
です。
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二つ目は、当事者意識を培うということです。

「自分たちは何ができるのか」を考える。それが、自分たちがこの場を作っていると
いう自信と責任感を育て、居場所をつくります。
コミュニティ・スクールでは、場面ごとに責任者とお手伝いが入れ替わることが重
要です。地域の行事では、地域の方が統括し、学校の授業では先生が指導し、地域
のお祭りの設営は、中学生が中心に、バザーのイベントでは保護者が活躍、そんな
積み重ねが、学校や地域のことを「他人事」ではなく、「自分事」と感じる感覚を育
てます。つまり、じっくり、耳を傾けよう、ということです。
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三つ目は、
「コミュニティ・スクールをやること」が目的ではなく、
「コミュニティ・スクールを通じて、どういう状態を目指すのか」
を考えることが大切です。

判断に迷ったときには、「これは本当に子どもの
ためだろうか」「自分が指示を出すとスムーズだ
けど、それは他の方の自主性を高めるだろうか」
などと考えると、判断の指標になりますし、しっ
かりとした目的があると力を合わせられます。
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３つの柱を支える土台

「やらねばならない」ではなく、
「コミュニティ・スクールって楽しい」に
コミュニティ・スクールを導入するときは、教育委員会や管理職の義務感から
やるのではなく、「うちでもできそうだ」、
「コミュニティ・スクールってよさそう」だから「やりたい」という気持ちから出
発することが理想ではないでしょうか。

仕事をスリム化して負担を減らす
今までの仕事に、コミュニティ・スクールの仕事が上乗せされるだけでは、大変
になるのは当然です。何が本当に必要な仕事なのか？を考えて、不要なものは
止め、重複が解消するように工夫することが大事です。また仕事を整理して誰
でもできるようにしておけば、個人の負担が減ると思います。
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まずは、やってみましょう！

① 問題を発信する

② 段階的にやる

まず情報を出し合い、学校・地域の課題を共有しましょう。うまくいっていない
ことは、隠したくなりますが、それこそが協働のカギです。隠さず、情報を出す
ことで、信頼感を生むきっかけになります。

まずは、１つやってみましょう。
課題解決のための取り組みをみんなで１つやってみること
で、学校や地域の課題、持っている資源、合う形などが見え
てくると思います。
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